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論　文　内　容　の　要 旨
〔目　的〕
視床の後外側腹側核（VPL）と後内側腹側核固有部（VPM proper）とから成る腹側基
底核群の被殻領域に皮膚および腹部内臓器官から送られてくる痛みのインノヾルスを大脳皮質へ
中継するニューロンが一定の規則に従って配列していることが知られている。しかしVPLが
心臓の痛みを中継するか否かは未だ明らかにされていない。そこで、この問題を解決すること
を目的として心臓からの交感神経性求心性線経の電気刺激に反応するニューロンのVPLにお
ける分布と反応様式を調べた。
〔方　法〕
実験にはウレタン・クロラローズで麻酔した体重2．5－4．0kgの健康な成猫を用いた。第2肋
間を開胸して下心臓神経（ICN）を露出し、これに双極白金刺激電極を装着、固定した。ニ
ューロン活動の導出には2％ボンタミンスカイブルーを含む1M酢酸ナトリウム溶液を充てん
した硝子毛細管微小電極を用いた。ICN刺激に反応するニューロンの活動が記録された部位
には微量のボンタミンスカイブルーを電気泳動的に注入した。実験終了時10％ホルマリン溶液
で脳を確流固定し、1週間後、凍結連続切片を作成して色素注入部位を同定した。
〔結　果〕
合計5，014個のニューロンをVPLから検出した。このうち4，643個（92．6％）が皮膚の触
刺激に応答する低開催機械受容（LTM）ニューロンで、その中からICNの電気刺激に反応
するものは見出されなかった。
残りの371個が侵害受容ニューロンで、そのうち220個が特異的侵害受容（NS）ニューロ
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ン、151個が広作動域（WDR）ニューロンであった。97個（44．1％）のNSニュTロンと104
個（68．9％）のWDRニューロンがICNの電気刺激に反応した。NSニューロンはその末梢
受容野を対側の皮膚に持ち、ここに加えられた侵害性機械刺激に反応したが、触刺激や圧刺激
には反応しなかった。ICNの電気刺激に反応したNSニューロンの末梢受容野はC5よりT13
にいたる皮膚分節に分布していた。NSニューロンは腹側基底核群尾側部の被殻領域に分布し
ていたが、ICNの刺激に反応したものは、背側被殻領域の中央1／3、および腹側被殻領域
の内側1／2に分布していた。
WD・Rニューロンも皮膚末梢受容野を対側に持ち、その中心部に加えられた触刺激から侵害
刺激にいたる強さの機械刺激に段階的に反応したが、この中心部を取り巻く受容野に加えられ
た触刺激には反応せず、さらにこの部位を取り巻く受容野辺縁部では侵害刺激のみが有効であ
った。このニューロンの中から末梢受容野の侵害性熟刺激に反応するものも見出された。ICN
の電気刺激に反応したWDRニューロンは末梢受容野の少なくとも一郎をC8よりT13にいたる
皮膚分節に持っていた。WDRニューロンはNS領域よりも吻側の腹側基底核群被殻領域に帯
状に分布していたが、ICN刺激に反応したものはWDR領域の背内側1／2と腹内側1／2
に分布していた。
〔考　察〕
下心臓神経は臨床的研究や動物実験の結果から心臓の痛みを伝えると考えられてきた。この
実験’により、ICNの求心性インノ1ルスが大脳皮質SIへ皮膚からの痛みを中継するとみられ
ているVPL被殻領域の侵害受容ニューロンへ伝えられていることが明らかになった。
ICNの電気刺激に反応するVPLのニューロンはすべて皮膚に末梢受容野を持つNSまた
はWDRニューロンで、この刺激にのみ反応するものは見出されなかったが、この成績は皮膚
痛と心臓病の伝導路が腹側塞底核群被殻領域でニューロンを共有することを示唆している。そ
れはまた、関連痛の基礎にあるとみられている収束投射がVPLでも確認されたことを意味す
る。
労作性狭心症の患者の中には関連痛を示す部位に痺痛刺激が加わったとき胸痛を訴える例が
あるが、この現象も皮膚痛と心臓痛が伝導路を共有していることで説明できよう。また、狭心
症患者の皮膚に痛覚過敏領域が存在すること（allodynia）や、関連痛を起こす部位の局所麻
酔によって狭心痛が減弱する現象も、WDRニューロンへ皮膚と心臓からの入力が収束する
ことによると説明できよう。
〔結　論〕
この実験の結果より、VPL尾側被殻領域に心臓痛を中継するニューロンが分布すること、
この領域に心臓からの求心性入力と皮膚からの侵害受容性入力が収束し、心臓痛と皮膚病が伝
導路を共有すること、心臓痛にみられる関連痛の現象を収束投射説で説明できることが示唆さ
れた。
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学位論文審査の結果の要旨
本研究は心臓に原因があって生じる痛みを中継する視床ニューロンの局在部位と性質を明ら
かにしようと試みたものである。
最近、皮膚からの侵害受容性インノ1ルスを大脳皮質の体性感覚野へ中継する2種類の侵害受
容ニューロン、すなわち特異的侵害受容ニューロンと広作動域ニューロンが視床腹側基底核群
の被殻領域（表層部）から見出され、この核群が皮膚から送られてくる痛みのインパルスの中
継に寄与すると考えられるようになった。本研究ではネコを用いて、腹側基底核群の心臓病に
おける役割が検討された。
心臓からの痛みを伝える求心性線経を含む下（頭）心臓神経に電気刺激を加えて、この刺激
に反応する腹側基底核群ニューロンの分布を調べ、この刺激に応ずるニューロンが腹側基底核
群の脊髄神経投射領域すなわち後外側腹側核の被殻領域（表層部）から見出された。さらにこ
の刺激に応じるニューロンの皮膚刺激に対する反応を調べ、そのすべてが皮膚に末梢受容野を
もつ侵害受容ニューロン、すなわち特異的侵害受容ニューロンまたは広作動域ニューロンであ
ることが見出された。これらのニューロンが皮膚の痛みを中継するニューロンとみられている
ところから、心臓からのインパルスによってこれらのニューロンが興奮すると痛みを生じると
考えられる。このような推論に基づいて、これらのニューロンが心臓痛を中継すると結論され
た。
さらに体表における末梢受容野の分布様式を明らかにして、これらのニューロンでみられた
皮膚からの侵害受容性入力と心臓からの求心性入力の収束が心臓に原因があって体表に痛みを
感じる関連痛の現象を説明するのに役立つことが示され、その臨床的意義が論ぜられた。
本研究はこれまでほとんど知られていなかった心臓病の中枢機構の解明に役立つ成果を含ん
でいて、．医学研究上価値あるものと評価できる。
以上の理由から、医学博士の学位を授与するに値するものと認められる。
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